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十種競技選手の走幅跳助走速度と 100m レース最高走速度との関係
― 日本人選手と海外選手との比較 ―
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１．はじめに

　走幅跳の助走速度と跳躍距離とは強い相関関係に

あることが報告されている（Hey と Miller、1985；

Hey ら、1986； 小 山 ら、2007； 松 林 ら、2010、

2014）。助走速度を高めるためには、絶対的な疾走

能力を高める必要があると考えられるが、その疾走

能力を助走において最大近くまで活用することも重

要だと考えられる。我々は昨年、日本トップレベル

十種競技選手を対象として走幅跳助走と 100m レー

スにおける最高疾走速度とを比較し、助走における

疾走能力の活用の程度（100m レース最高疾走速度

に対する走幅跳助走における最高走速度の比率）に

ついて検討した（松林ら、2018）。その結果、比率

は平均で 95% 程度であり、91% から 97% の範囲に分

布していた。このことから、比率が比較的低い選手

（95% 未満の選手など）では、助走速度を最高疾走

速度に近づけることで跳躍距離を向上させられる可

能性があるのではないかと考察した。しかしながら、

走幅跳の助走において真に最大努力の疾走を行って

しまうと踏切およびその準備の動作を行うことが難

しくなる可能性もある。跳躍距離を大きくすること

に最も適した比率については、更なる検討を行って

いく必要がある。

　2019 年はカタールのドーハにて第 17 回世界陸上

競技選手権大会が開かれたが、これに出場した一部

の海外十種競技選手を対象として昨年と同様の分析

を実施することができた。本研究では、100m レー

スにおける最高疾走速度と走幅跳助走における最高

走速度との比率に関して、十種競技の日本人選手と

海外選手とで比較を行い、日本人選手の特徴につい

て検討を行った。

２．方法

２－１．分析対象

　第 17 回世界陸上競技選手権大会（2019 年 9 月 27

日 -10 月 6 日）の十種競技に出場した海外選手 5名

を対象とした。日本人選手については、昨年の報告

（松林ら、2018）において分析した 10 名の選手を本

研究でも対象としたが、上記の世界選手権大会およ

び第 103 回日本陸上競技選手権大会混成競技（2019

年 6 月 8-9 日）において追測定を行い、累計 6競技

会において測定したデータを分析した。十種競技 1

種目目として行われる 100m レースとの風速の差異

が 1.0 m/s 以内である走幅跳試技のなかで、選手毎

に最も跳躍距離が大きい試技を抽出して分析を行っ

た。

２－２．走幅跳助走速度の測定方法

　選手後方の観客スタンドにレーザードップラー式

距離・走速度測定装置（100Hz, Laveg, JENOPTIK

社製）を設置し、選手の腰背部へ不可視レーザー

を照射することで、助走速度を測定した（小山ら、

2007；松林ら、2010、2014、2018）。測定によって

得られた位置データを遮断周波数 0.5Hz のローパス

フィルタで処理し、これを微分して走速度に変換し、

そのピーク値を助走中の最高走速度として得た。

２－３．100m レース疾走速度の測定方法

　観客スタンドに設置した 6 台のデジタルビデオ

カメラ（239.76 fps、Lumix DMC-FZ300 もしくは

Lumix GH5S、Panasonic 社製）を用いてレースを撮

影した。カメラは、100m ハードルおよび 110m ハー

ドルのハードル設置位置を示す走路上のマークにあ

わせて 3.72m、13m、30m、47m、64m、81m 地点の側

方に設置し、スタートピストルの閃光を映した後に、
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フィニッシュまで各選手を追従撮影した。得られた

映像を基に、スタートピストル閃光を基準（t=0.00s）

とした各マーク地点の通過タイムを算出し、これを

スプライン補間することで、レース全体の時間－距

離情報を得た（小林ら、2017；松林ら、2018）。こ

の情報を基に、10m 毎の通過時間とその区間速度を

算出し、最も高い 10m 区間速度を 100m レースでの

最高疾走速度とした。

３．結果および考察

　結果はすべて平均±標準偏差で示す。表１に、日

本人選手と海外選手のパフォーマンスを整理した。

日本人選手の 100m および走幅跳の記録は、今回分

析対象とした海外選手と比較して大きな差がなかっ

た。しかしながら、100m における最高疾走速度で

は海外選手のほうが平均すると 0.2m/s ほど高く、

一方で走幅跳助走の最高走速度は日本人選手のほう

が 0.3m/s ほど高かった。図 1 は、両種目での走速

度の関係を選手毎に示したものである。海外選手

は 100m 最高疾走速度が高いにもかかわらず、走幅

跳助走での最高走速度が低い傾向にあることがわか

る。両種目の走速度の比率に関しては、日本人選手

と海外選手との間に平均で 4.7% の差が認められた。

　今回の結果は、海外の十種競技選手は日本人選手

と比較して、走幅跳助走を“ゆっくり”と走ってい

たことを意味しており、日本人選手と海外選手にお

ける十種競技走幅跳の戦略が大きく異なる可能性を

示唆するものである。海外選手は日本人選手よりも

助走速度が低い傾向にあったが、跳躍距離にはほと

んど差が無く、助走速度を高めることよりも、それ

以外の要因（踏切技術など）がより重視されていた

可能性がある。疾走能力（最高疾走速度）に対して

余裕のある助走を行うことで、踏切やその準備の動

作、踏切位置の調整において失敗する危険性を下げ

ているのかもしれない。

　一方で日本人選手は、最高疾走速度により近い走

速度で助走を行っていた。その結果として、最高疾

走速度がより優れている海外選手とほぼ等しい跳躍

距離を得ることができているので、この戦略は成功

しているとも言える。ただし、海外選手よりも助走

速度が高いのであれば、より大きな跳躍距離を期待

してよいのかもしれない。最高疾走速度に近い走速

度で助走を行うことが、踏切やその準備動作の出来

を損ねてしまっている可能性もある。跳躍距離を大

きくすることに最も適した比率については、今後よ

表 1　日本人選手と海外選手のパフォーマンス比較
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図 1	 100m 最高疾走速度と走幅跳助走最高走速度

との関係

	 実線および破線は、両走速度の比率が 100%

から 86% となる際のプロット位置を表す．
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り詳細に検討していく必要がある。

　今回の結果を考察する際には、データ収集方法に

おけるバイアスについても考慮すべきである。各

日本人選手は最大 6 競技会において測定が行われ、

100m レースとの風速差が 1.0m/s 以内である走幅跳

試技から跳躍距離が最も大きかったものを抽出して

いる。一方で海外選手は、1 つの競技会でしか測定

を行っていない。海外選手に対しても複数の競技会

で測定を行い、跳躍距離が大きいものを抽出すれば、

異なる結果が得られる可能性がある。今回対象と

した海外選手の走幅跳の自己ベスト記録は 7.66 ±

0.10m であり、測定された試技における跳躍距離は

これよりも 0.4m ほど小さい。彼らがより大きな跳

躍距離を達成している試技においては、より高い助

走速度が観察される可能性もあるだろう。

４．まとめ

　十種競技の走幅跳助走における最高走速度を

100m レースでの最高疾走速度に対する比率で表わ

し、これを日本人選手と海外選手とで比較したとこ

ろ、日本人選手はより最高疾走速度に近い走速度で

助走を行っていることが示唆された（日本人選手：

94.9%、海外選手 90.2%）。海外の十種競技選手は日

本人選手と比較して助走をゆっくりと走っており、

走幅跳における戦略が大きく異なっている可能性が

ある。大きな跳躍距離を獲得するためには助走速度

が高いことが望ましいが、助走速度が最高疾走速度

に近づくほど踏切およびその準備動作は難しくなる

と考えられる。跳躍距離を大きくすることに最も適

した比率について、より検討を深めていく必要があ

る。
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